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【月 は じめに

　経時的差分法は、局所的な相互 相関を求めて 、非線形な画像変形量 を局所的に決定する こ とが基本的な技術 で あ る 。

したが っ て 、過去画像 に は 病変が 無 く、現在 画 像 に新た に 病巣陰影が発生 した場合、病巣陰影 に 対応す る 部位 の 相互 相

関が低下 し、差分画像 における ア ー
チ フ ァ クトの 原因 とな る こ とが危惧され る。換言すれ ば、現在画像上 の 病巣陰影 の

ために、対応する過去画像の 部位で はな く、間違 っ て 別の 部位と の差分が行われ 、大きな アー
チ フ ァ ク トが 出現する か

も しれな い 。し か し、新た に 出現 し た病巣 陰影 に起因す る ア ーチ フ ァ ク トに関す る 研究は これ ま で 行われ て い な い。

　そ こ で本研 究では、現在画像に存在する腫瘤の サイズお よび コ ン トラス トが、経時的差分画像に与える影響を調 べ る

た め、コ ン ピュ
ータシ ミ ュ レーシ ョ ン にて 検討 した の で 報告す る。

【2 】方法

　車載型CR 検診 車 （FCR 　9501）に 、　 ST−V 型 の イ メ
ー

ジン グプ レ
ー

トを用 い 、　 X 線 管 電圧 を130　kV 、　 X 線 管電流を

120mA ．撮影距離を 150  に固定 し、ホ トタイ マ
ー

を使用 して撮影 された 実際 の 肺癌集団検診の 画像 を使用 した。そ の

画像データ は、Workstationに転送 され模擬腫瘤陰影の 付加処理 と差分処理 を行 っ た。

　車載型CR 検診車の撮影によるデ
ー

タ の 中で 2年連続 して肺癌集団検診を受診 し、か つ 正常な肺を持 つ と判定 された
一

被験者の 現在 画像デー
タに、回 転楕 円体の 半分 の 形を した模擬腫瘤をWorkstationに て 肺野 に 1個付加 し、差分画像を作

成 した 。腫瘤サ イ ズ の 影響 を検討するため、模擬腫瘤の コ ン トラス トを ピクセ ル値30 に 固定 し、直経 を 5mm か ら50mm

まで 5mm 毎に変化 さ せ て差分 画像を作成した 。 また、コ ン トラ ス トの 影響 を検討する ため 、 模擬腫瘤の 直経 を 20mm に

固定 し、腫瘤 の コ ン トラス トを10ピク セ ル値から80 ピク セ ル値ま で 10ピクセル値毎 に変え て差分画像を作成 し た 。 腫 瘤

の サ イ ズおよ びコ ン トラ ス トの 影響は、missregislratio11 によるア
ー

チ フ ァ ク トの 程度 と、模擬腫瘤陰影の 認識の しや す

さを主観的に評価す る こ とで検討 を行 っ た 。

【3】結果

　腫瘤 サイズの 影響を検討する ために 、差分画像を作成 した結果、模擬腫瘤サ イズ5mm か ら50mm ま で模擬腫瘤な しの

差分画像 に く らべ missregistration に よ る ア
ーチフ ァク トは確i認 さ れず、模擬腫瘤陰影 の 影響 は み られ なか っ た。また 、

腫瘤 の コ ン トラス トの 影響を検討する ため に、差分画 像を作成 した結果 は、コ ン トラス ト10ピクセル値 か ら70 ピクセ ル

値 まで は、模擬腫瘤陰影の影響はな く、模擬腫瘤陰影な しの差分像 に比べ てア
ー

チ フ ァ ク トの 増大は認められなか っ た、

コ ン トラ ス ト80 ピ クセ ル値で は、模擬腫瘤陰影の 辺縁にわずか な ア
ー

チ フ ァ ク トが確認 さ れ た の み で あ っ た 、しか し、

コ ン トラ ス ト80 ピクセ ル値の 陰影 とは、実際 の腫瘤陰影 の ピ クセル値 と して は大きすぎ、臨床 範囲内で の 腫瘤 コ ン トラ

ス トの 影響は非常に 小 さ い と思われ る。そ して 、腫瘤 の 認 識にお い て は、差分画像全体の ア
ー

チ フ ァ ク トの 程度によ っ

て認識で き る腫瘤の サ イズが影響を受ける こ と もわか っ た。

【4 】考察

　現在 画像上 に新た に発生 した腫瘤が経時的差分画像に与え る影響を コ ン ピュ
ー

タ シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン実験 にて 検討 した

結果、現在画像 上 に 新 た に 発 生 し た 腫瘤サ イズ の影響は 小 さ く、腫瘤 コ ン トラ ス トの 影響 は、80 ピクセル値 の 時わずか

に摸擬腫瘤陰影 の 辺縁に ア
ー

チ フ ァ ク トが み られ た。 こ れ は、模擬腫瘤 自体 の コ ン トラス トの 増強 の た め に バ ッ クグ ラ

ン ドの 肺 血 管 の 辺縁が認識 さ れ に くくな り経時差分法の 基本技術 で ある相互相 関が低下 した た めにmissregistration が お

こ っ た と思 われ る。しか し実際 には、極端な コ ン トラ ス トで あり臨床上 の 問題はな い と 思われ 、腫瘤の 影響は非常に 小

さ い と言う こ とが示 された。

【5 】結論

　経時的差分画像は、新た に 出現 した腫瘤の サイ ズ、および コ ン トラ ス トには、シ ュ ミレ
ー

シ ョ ン実験 上 で は、ほとん

ど 影響 を 受けず、臨床上 は問題がな い こ とが示唆され た。
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